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 プラズマ中において，加熱等に起因する電子速度分布の非等方性が存在する場合，

原子発光線が偏光する．これまでに，カスプ磁場配位ECRプラズマに対して複数ヘリ

ウム原子発光線の偏光度，偏光方向が計測され，最大で10 %程度の偏光度が確認され

た[1]．本研究では新たに，偏光度，偏光方向の時間分解計測が可能なシステムを開発

し，ECRプラズマに対して適用した． 

 図1に集光光学系の模式図を示す．偏光無依存型ビームスプリッターおよび2つのグ

ランテーラープリズムを用いて，入射光を基準軸に対して0°，45°，90°，135°方向の

直線偏光成分に分離して集光する．分離した4つの偏光成分をバンドル型光ファイバ

で伝送し，分光器（焦点距離250 mm, 回折格子 1200本/mm）で分光した後に，マル

チアノード光電子増倍管アッセンブリ（8 ch，周波数帯域1 MHz）を用いて独立に検

出する．得られた光強度から偏光度，偏光方向の時間変化を得ることができる．可視

域の任意の発光線を計測可能だが，先行研究で有意な偏光が確認された2
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線（波長668 nm）を計測対象とした． 

 完全直線偏光させたヘリウム原子発光線を用いてシステムを校正した後に，ECRプ

ラズマを計測した．マイクロ波電力800 W，ヘリウム圧力4.8，23 mPaの場合に得られ

た偏光度と偏光方向の時間発展を図2に示す．4.8 mPaの時，偏光方向の平均値は約10°

であり，磁場に垂直方向に近かった．また，偏光度の平均値は約7 %であった．ヘリ

ウム圧力を4.8-23 mPaに増加させた場合には，偏光度の平均値が約1 %に減少した． 
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図 1集光光学系模式図 図 2 偏光度，偏光方向の時間発展 


